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「地域一般病床」への思い
浅口医師会理事　金光病院　難　波　義　夫

会員の声

　院長になって、８年が経ちました。地域の中小病院の院長として、最初は何をしたらいいかさっ
ぱり分からず、前の事務長と大阪、東京と研修会、セミナーを聴きまわり、地域の医師会である浅
口医師会の理事会、岡山医師支援機構の地域病院部会で月１回の勉強会、県病院協会の役員会等で
いろいろな諸先生のお話を伺いながら、自院の立ち位置を間違えない様勉強したつもりです。
　国の見ている方向は、急性期の大病院、地域に根差している診療所に向いているようでした。そ
の狭間の中で、中小の病院はどう生きていくかが求められていました。その中でやはり我々の地域
の中小の病院は非常に重要な働きをしているとの自負を持って仕事をするべきで、それを周囲に周
知してもらうべく活動をしていこうと仲間の先生方とお話しています。
　全日病を中心に「地域一般病床」という概念が2001年から言われていました。それは２次医療圏
よりも小さな医療圏を想定し、地域の中小病院（一般病棟）がどのような医療機能を持つことが望
ましいかを概念にしたものです。このたびその機能が浮き彫りになってきました。
　① 　急性期医療。軽～中等度の入院加療に応え、高度の医療が必要と思われれば基幹病院に紹介

する。
　② 　亜急性期。いわゆるポストアキュートで、リハビリ、症状不安定、抗がん剤療法等、急性期

以降の入院を担う。
　③ 　救急。救急指定病院もしくは救急対応病院として、主に軽～中等度の救急を担い、必要なら

ば高次の救急医療機関へ転送、また逆に救急救命センター等からの受け入れを担う。
　④ 　在宅療養の支援機能。在宅療養支援診療所との連携をし、自らも在宅療養支援病院として地

域の在宅療養を支えていく。
　以上の４つの機能が地域一般病棟の役割として求められその方向性というものが示されているの
ではと思います。
　中小病院はいろいろな病院があり、自院の様に地域でいろいろな役目を担わなければならない病
院、都市部で前述の役割の中のどれかに特化していく病院等あると思われ、それぞれの立ち位置で
生きていくのでしょう。このような中で我々中小病院は非常に必要ある存在として残れるのではと
考えます。
　当院は、昭和32年に岡山大学医学部附属病院金光分院の閉院に伴い、当時の地域の有志の方々が
医療法人を立ち上げ、地域のために病院を引き継がれたものです。そして、その出資された方々は
出資金を地域のために病院を続けてくださいと放棄されています。ですから、当然のことですが、
地域に貢献しない医療活動は許されないのです。前述の機能を求めるため、また質の高い病院をめ
ざし、第三者の機能評価の審査、DPC病院、亜急性期病棟の設定、救急輪番制の引き受け、人工透析、
CT、MRI等医療設備の充実、優秀なスタッフの確保、周辺医療機関、施設等との密な連携など努め
てまいりました。また当院はケアミックスの病院で前述の４つの機能に加え良質な慢性期の医療も
要求されています。今後も地域貢献第一に考え、努力し、最初に出資され医療法人を立ち上げられ
た方々の思いを末永く継承していきたいと思います。
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ヘリコバクター・ピロリ感染胃炎の除菌について

　「ヘリコバクター・ピロリ感染の診断及び治療に関する取り扱いについて」の一部改正について
の通達が、平成25年２月21日付で発せられています。これにより、ヘリコバクター・ピロリ感染胃
炎の除菌が保険適応になりました。つきましては、通達の変更点について記載します。参考にして
頂ければ幸いです。

「ヘリコバクター・ピロリ感染の診断及び治療に関する取り扱いについて」
１　対象患者
　 　ヘリコバクター・ピロリ感染症に係る検査については、以下に掲げる患者のうち、ヘリコバク
ター・ピロリ感染が疑われる患者に限り算定できる。
　①　内視鏡検査又は造影検査において胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の確定診断がなされた患者
　②　胃MALTリンパ腫の患者
　③　特発性血小板減少性紫斑病の患者
　④　早期胃癌に対する内視鏡治療後の患者
　⑤　内視鏡検査において胃炎の確定診断がなされた患者

７　診療報酬明細書への記載について
　⑴ 　１の対象患者①及び⑤において、内視鏡検査等で確定診断した際の所見・結果を診療報酬明

細書の摘要欄に記載すること。
　⑵ 　１の対象患者①及び⑤において、健康診断として内視鏡検査を行った場合には、診療報酬明

細録の摘要欄にその旨記載すること

　以上太字の部分が改定部分のみを抜粋しておりますが、診療報酬明細書には胃内視鏡検査を行っ
た施設名と実施日は必ず記載していただきたい。今後、疑義解釈等が出てくるものと思われますの
で、この欄で暫時お知らせしていきたいと思います。
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